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Abstract
　 The　Japan　Atomic　Power 　Company ｛JAPC）has　app 販ed 　the　Plasma　Arc　Melting　Technology　to　treat−

ment 　processes　to　reduce 毛he　low　level　dry　active　wastes （DAW ）volume 　 and 　to　stabilize 　DAW 　for　final

disposal．　JAPC 　decided　to　adopt 　an 　incinerationfmelting　facility　using 　the 　Plasma　Arc 　Centrifugal　Treat−

ment 　Process（PACT ）at　the　Tsuruga　Power　Station．

　In　Switzerland，　the　ZWILAG （Zwischenlager　Wurenlingen 　AG ）also 　decided　to　adopt 　the　PACT ．　Some
laboratories　in　the　U ．S，A ．，　France，　and 　Germany ，　however ，　 are 　carrying 　out 　their　own 　R＆D　program 　to

develop　a　 plasma 　melting 　treatment　for　radioactivity 　contaminated 　soil　among 　other 　things ．

　 Development 　of 　a　thermal 　plasma　treatment 　is　now 　 making 　prQgress　on 　a　world −widc 　 scale 　in　the

field　of 　radioactive 　wastes ．　I　hope　that　this　movement 　will 　be　fruitful．
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5．1　 は じめ に

　原 子 力 発 電 所で は ， そ の 運 転や 定期 検査 に伴 っ て ， 気

体，液体，固体状の 放射性廃棄物が 発生 する．こ れ ら廃

棄 物 は，そ の 物 性 に応 じて 分類 し，そ の 時代 の も っ と も

効 果 的，合 理 的 と考 え られ る シ ス テ ム に よっ て 処 理 する

こ とで ， 放射能か らの 環境保全 とプ ラ ン トの 安全 ・安定

運 転 を果 た して きた．

　原 子力 発 電 導入 当 初 の 放射性廃 棄 物 処 理 設備 は，そ れ

ぞ れ の 発電所の 原 型 を作っ た 国の 国情，技術 レ ベ ル お よ

び 技術 思 想 をベ ース に 設 計製作 され て い た が，そ の 後 の

社 会 的動向や 運 転絳験 の 積 み 重 ね等 を 反 映 し，
“
放射性

物質の 環境放出低減
”
，
“
廃棄物 量 の 減容

”
お よび

“
固化

体の 安定化
”

に 重点を置い た 新技術 の 開発 や 導入等の 改

良を続 け る こ とに よっ て ，

一
定 の レベ ル に到達 す る とい

う成 果 をあげて い る．

5．2　放出放射能量低減

　気体
・
液体放射性廃棄物 の 環境へ の 放出放射能低減 に

関 して は，ICRP 　（国 際 放 射線 防 護 委員会 ）勧告 を 取 り

入 れ ALAP （As　Low　As　Practicable｝の 概念 に 則 っ た

「発 電 用 軽水 型 原子炉施設周辺の 線 量 日標値 に 関す る 指

針 に つ い て 」 （1975年 5 月 ：原 子 力委員 会 ） に基 づ き，

線 量 目標 値 を 0．05mSv ／年 ／発 電 所 と し，発 電 所 毎 に 放

出放射能に係 わ る管理 目標値 を設定 して 放出量の 低減に

努 め て きた．

　その 結果，気体 ・液体廃棄物の 放出放射能量は 管理 目
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Fig． 1 　Annual 　 release 　of　liquid　and 　gaseous 　efflvents　

　 　　tsuruga 　powerstation 　No．

D 標 値 を大 き く 下 回 っており ， 環 境へ の 影 響は ほと

ど 無 視で きる 程 度 と な っている．（Fig ．

Q照） 5 ．3 　固体廃棄物の

生 量低減 　固体廃棄 物を収 納す るドラム缶の発生本

を低減 する 観 点 から ，減容 性 およ び安定性 の向上 に

果的 な技術 を 開 発し ， プ ラン ト

適 用 し てき た ． 　これ ら の廃 棄 物に は ，   濃 縮 廃 液

セメ ント 等で 固 化 したもの ，  ウェス，木材等の可
性 雑 固 体，  金 属 ， コ ンク リー ト

，塩 ビ ，ゴム 等 の

燃・難 燃 性 雑 固 体があ る．  に つ いて は，平 成4 年1
獅ﾉ 操 業を 開 始し た 青森 県六 ヶ 所 村 の 日 本原 燃  六

所 低 レ ベル 放 射 性 廃 棄 物 埋 設 セ ンタへ の 埋設処 分 が

わ れ ており，平成8 年 度末ま で に 87 ，720 本の 200e ド

ム 缶 入 り 廃棄体 （セ メ ン ト・ ア スファ ル ト ・プ ラ ス

ックで均 一 ・ 均質 に固 化 され た 廃 棄 体） が す でに埋

処分さ れ てい る．   に つ いては，各 発 電 所に 設置さ

て い る 自燃 式 焼却炉による燃焼・焼却 処理に よっ て， 1 ／ 40

1 ／ 50 と 大幅な減容が行わ れ ている．   について

， 現在 各 発電所 に 貯蔵され ており，今後 六 ヶ 所村 の 埋設

ンタに搬出し ，埋設処分 される予定である

5 ．4 　不 燃 ・難燃性雑固体廃 棄 物の 処理 　 現

各発電所の 圃 体 廃棄物貯蔵庫 に 貯 蔵 さ れ てい る雑 固

廃棄物や 今後順次行われるであろう原子炉廃止

20002010

　　　　

　　　2020 　Fiscai 　Year2030Fig ． 2　 Estimation 　 of 　acc

lated 　vol

e 　of 　 radioactive 　 　　wast
D 置に伴っ て発生 する 解 体 廃 棄 物 量 を 含め て 廃棄物

生量 の 推移を 考 え た 時 ，六ヶ所村の埋設センタ

有 効 に 活 用 し て い く ことが 重 要 と な る （Fig ．　

Q 照）． 　 こ の ために は， さら なる減容，発生量の

減と 廃棄 体 の 安定化 が必要とな る．特に今 ま であま

積極的 に対策 を 施し て こ な かった不 燃・難 燃 性雑 閻

廃 棄 物 の 減 容 安 定 化等 を 考 慮 し ていく必 要が ある．

社は，これら雑 固 体廃棄物の処理設 備と し てプ ラズ マ

容 処理 設備を 選定 し ，敦賀 発 電所 に て 平成 13 年 度

操業開 始を

標に具体 的 な 設 計 検 討を 進

て い る 。 以 下に そ の取 り組み状況を 紹介する ．

D4 ． 1 減容処 理 設備の 選 定 　減容処理 方法と して

，切
断，圧縮， 溶融 等が あげら れる が， 減 容比が最

大きく，多様な 廃 棄 物を処 理して

も 均 一な廃 棄体 が 得 ら れ る等
の

特 徴を有し ている 溶 融 処

理 方 法 が 適 し ていると判断した． 　 ま た ， 溶 融処理

法と し て一 般産 業 等 で 実用化 されて いるプラ ズマ，

周波 ， 高温焼 却 ，マイクロ 波， アーク 炉等の方 法 に

いて比較検討し た 結 果 ， 多種多様な 廃棄 物
があ
り， か

累 積 貯 蔵量 が 比 較 的 多 い敦 賀発電 所の 雑 固 体 廃棄物

理 に つ い て は， 不燃物 と難燃

の・一括処 理 が 可能で処 理速 度 が大き

と 評 価 さ れ た プラズ マ 溶 融 方 法が 適 するも の と 判 断

たn5 ． 4p2 プラ ズ マ溶融処 理 実用化 の確認

プ ラ ズ マ溶 融 技 術 につい て は ，鉄鋼 メー
カ

での実 用 例

剄 L く知 られ て い る も のの， 放 射性 雑固 体廃棄 物へ の 実

用 例 がないこと か ら ， 不 燃物と難 燃 物の 一 括 処 理 の 可能

性や，

燃物の
溶
融時 間 ， 投 入 物 の 寸法 ・重量制 限 と い った 溶 融 性能 等
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い て 平 成 6 年 5 月 か ら平 成 7 年 3 月 の 期 間で 基 礎試験 を

行 い ，そ の 実用性 を検討 ・評価 した．

　 そ の 結果，不燃物 と難燃物 の
一・
括処理 の 成 立性 お よ び

不 燃物溶融性能等につ い て仕 様 を満足 す る見通 しを得 る

と と もに，設備 の 概念設計を行 い ，雑 固体廃棄物 の 減 容

処理設備 と して 実 用 叮能 な こ と を確 認 した．

5．4．3 敦賀発電所 へ の プラズ マ 減容処理設備導入

　前述 の ご と く基礎試験等で 減容処 理 設備 と して の 実用

性 が確 認 で きた こ とか ら，敦賀発電所へ の プ ラ ズ マ 減容

処理 設備導入 を決定 し，平成 13年度の 操業 開始 を 目標 と

し た 導入 計 画 を策 定 した．平 成 9 年 5 月現在 ，放 射性核

種 の 挙動等 を含 め，設備 の 許認可 ・安全評価用 データお

よび廃棄体 の 埋 設処分時 の 技術基準 へ の 適合 性確認 デー

タ等 を取 り ま とめ 中 で あ る．

5．5　ま と め

　 プ ラ ズ マ を用 い た低 レベ ル 放射性廃棄物の 処 理 に つ い

て は，我が 国に お い て は 当社敦賀発電 所が採用 を決定 し

た とこ ろで あ るが，諸 外国 に 目を向け れ ば ，ス イス で も

原 子 力 発 電 所等か ら発生 した 放射性雑固休廃 棄物の 処理

設備 と して 建設 が 進め られ て い る他，ア メ リカ で は，国

、k研究 所 にて 放射能で 汚染 した 土壌 の 処理 設備 と して 研

究が 進め られて い る．さ らに ドイ ツ
・

フ ラ ン ス に お い て

も導入 に向け て 研 究 開発 が 行わ れ て い る よ うな状 況 とな

っ て い る．

　今後，こ れ らの 研 究 開 発 が実 を結 び，当社敦賀発電所

の プ ラ ズ マ 減容処 理 設備 を含 め て プ ラ ズ マ が 広 く活用 さ

れ る と と もに ，設置さ れ た設備が 安全 安定運 転 され る こ

と を期待する もの で あ る ．
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